
荒 川 区 長

定例記者会見
令和８年５月２６日（火）

第４0回川の手荒川まつりの様子



本日の記者会見の内容

１ 麻しん（はしか）緊急対策の実施

 ２ 荒川区内共通デジタルお買い物券を発行

３ 新たに汐入地区で地域交通の実証運行をスタート

 ４ 霧と涼の縁側プロジェクト ～すずみんパークづくり～

 ５ リニューアル！荒川区防災アプリ2.0～防災情報を見る・聞く・知る～

 ６ あらかわ遊園「えほんフェスタ２０２６」の開催
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１ 麻しん（はしか）緊急対策の実施

◆麻しんは感染力が極めて強い感染症で、海外渡航歴のない場合も感染が確認されるなど、国内での

報告数が増加している。

◆妊娠中に麻しんに感染すると、流産や早産の可能性があり、緊急対策として、妊娠予定の方等を対象

にした抗体検査及び予防接種及び麻しん接触者への緊急接種における費用助成を実施する。

実施概要

▲イメージ

◆対象者

抗体検査…19歳以上の妊娠希望の女性とその同居者、 妊婦の同居者
予防接種…上記の対象者のうち、抗体検査の結果、予防接種が必要と認められた者
緊急接種…保健所の調査で接触者と判定された方への７２時間以内の接種

◆助成方法 区内協力医療機関…医療機関に設置する予診票の利用で、

無償で検査及び接種が可能

その他の医療機関…申請書及び領収書を提出することで助成

（償還払い方式、上限額あり）

◆対象期間 令和８年４月１日～令和９年３月３１日
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◆ 商店街の維持・活性化と区内消費喚起に加え、キャッシュレス化の促進及び新規顧客の獲得による

売上増加と区民の利便性向上を目指し、今回初めて、デジタル版のプレミアム付きお買い物券を発行

◆ 加盟商店街が近隣にない店舗も、個人会員制度により、お買い物券取扱店として参加可能

【販売内容】

➢ プレミアム率３０％

➢ １口５，０００円で６，５００円分使える

➢ 販売総額3億1200万円（４８，０００口）

➢ PayPay商品券による販売・利用

（PayPayアプリ本人確認完了済の12歳以上の方）

➢ 利用期間

7月15日（水）～翌年1月10日（日）

➢ 区民向け、事業者向けの説明会を実施

２ 荒川区内共通デジタルお買い物券を発行

【スケジュール】

➢ 第1次販売（抽選販売・区民限定）

申込期間：6月15日(月)１０：００～7月14日(火)

購入期間：７月１５日（水）１５：００頃～８月６日（木）

販売額：４３，２００口（販売総額の9割）

１人最大で３万円（６口）まで購入可

➢ 第2次販売（先着販売・在住条件なし）

購入期間：9月7日(月)１２：００頃

～12月31日（木）

販売額：４，８００口（販売総額の1割）

＋第１次販売の残り分

１人最大で３万円（６口）まで購入可

※第１次販売で購入した方も購入可

プレミアム率30％！



【対象】学生や高齢者など（登録制）

【運行日】平日の雨天時

【時間】７：００～８：２０（１日５便程度）

【運賃】無料

【定員】4～6名程度（運行する車両により異なる）

【実証期間】令和８年６月１日（月）～令和９年５月末

【区の支援】

・既存事業者との調整、事業周知

・運行経費補助（安全運転講習費、保険費、燃料費等）
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３ 新たに汐入地区で地域交通の実証運行をスタート

◆身近な交通手段を確保するため、病院と連携して本年１月から実証運行を開始した「病院間送迎車を

活用した地域交通」は、徐々に利用者数が伸びている。

◆その一方で、汐入地区においては、雨天時の通勤通学時間帯に南千住駅東口に向かう路線バスが混雑

している状況にあり、この度、地元の有志が自家用車を活用して学生や高齢者などを駅まで運ぶ取組

   みを始める。

・適性検査の受検による適格性の確認

・安全運転講習会の受講

・移動支援サービス専用の任意保険への加入

・タクシー事業者による運転手の運行前点検

◆汐入地区における実証運行概要

②停留所に並ぶ

利用のイメージ

①公式LINEに登録 ③順番に乗車

講じる安全対策
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３ 新たに汐入地区で地域交通の実証運行をスタート

運行ルート図
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４ 霧と涼の縁側プロジェクト ～すずみんパークづくり～

◆近年の災害級の夏の暑さにより、外で遊べない子ども達、外出を控えがちになる高齢者の孤立など
が課題となっている。

◆公園や児童遊園において、日陰づくりとミスト装置の設置を行うとともに、 水遊び施設の運営期間
 を延長することで、暑い夏においても、子どもの遊びの場と高齢者の交流の場を創出する。

１．「よしず」による日陰づくり

・公園・児童遊園（公園等）に設置している３５か所のパーゴラ等に「よしず」を
取付け、日陰空間を確保。近隣の「あらかわ街なか避暑地」を掲示

・「よしず」と合わせて風鈴を吊るし、音による涼しさを演出

２．ミストによる冷涼環境の創出

・７か所の公園等にミスト装置を設置。（令和8年度は1か所新設し、期間延長）

・4か所の公園等にボタンを押すとミストが発生する遊具を設置。
（令和8年度は2か所新設し、期間延長）

３．水遊び施設の運営
・天王公園、日暮里南公園じゃぶじゃぶ池…６月２６日（金）～９月６日（日）(予定)

・荒川自然公園わいわいプール ……………７月１１日（土）～９月３０日（水）（予定)

日暮里南公園じゃぶじゃぶ池

リバーハープ公園プロジェクト・ロゴマーク
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５ リニューアル！荒川区防災アプリ2.0～防災情報を見る・聞く・知る～

◆災害時に的確な避難行動を取ることができるよう、区が発信する防災に関する情報をリアルタイムに

 受信できる「荒川区防災アプリ」に新機能を追加

◆文字表示や音声機能を強化し、視覚や聴覚に障がいのある方にも分かりやすく配信

新機能１

あなたの町の災害リスク

新機能２ お知らせ機能の強化

アップデートを忘れずに！
まだダウンロードしていない
方は、この機会にぜひ！

・お知らせと緊急情報を分けて表示

・新着情報にはNewマークや通知バッチ

で分かりやすく

・PUSH通知を音声で読み上げ

再生ボタンを

押すと文字を

読み上げる！

新機能３ 防災ふえ機能

・災害時や緊急時に周囲に助けを求める

ことができる防災ふえ機能を追加

・自宅など、マップ上の任意

の場所の災害リスク情報

（地域危険度や浸水深など）

を文字・音声で把握

・地点登録機能（最大10か

所）を活用し、住所や築年数、

所属町会などをあらかじめ

登録しておくことで、より

 詳細な防災情報を表示



◆初夏のあらかわ遊園で、絵本を満喫する新しいイベント「えほんフェスタ２０２６」を開催

◆絵本の販売、絵本の交換会、出張街なか図書館、読み聞かせ、飲食物の販売を実施

６ あらかわ遊園「えほんフェスタ２０２６」の開催
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日時：６月６日(土)、７日(日)

時間：１０：００～１７：００(開園時間は９：００～２０：００)

場所：あらかわ遊園(水あそび広場横園路一帯)

開催概要

・絵本の販売（荒川区在住の著者や、荒川区にゆかりのある絵本の販売）

※3冊以上購入で、あらかわ遊園オリジナルエコバッグをプレゼント！

・かえほんみっけ（持参した絵本2冊を、好きな絵本1冊と交換）

・出張街なか図書館（尾久図書館があらかわ遊園にやってくる）

・読み聞かせ（親子で楽しめる絵本の読み聞かせを各日4回実施）

・飲食物の販売（手軽に食べられるフードやドリンクを販売）

・絵本の登場人物に仮装して来園するとポップコーンをプレゼント！

イベント内容

イベント当日
荒川区民は入園料無料！
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